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ABSTRACT

previously, We reported that photochemical reactions of NN-dimethyl-2-thioxoimidazolidine-4･5-dione

gave products fonned via hydrogen abstraction by the carbonyl group･ Meanwhile nonezawa et al.

reported that the corresponding diphenyl derivative undefWent hydrogen abstraction by the thiocarbonyl

group. Reinvestigation of the reaction of the dlbhenyl derivative revealed that the product was formed

hydrogen abstraction by the carbonyl group rather than that by the thiocarbonyl group･

The photochem ical reactions ofoxazolidinetriones and that ofthiazolidinetriones were also studied･

研究目的
高分子鎖のなかに組み込んだとき光架橋反応や光分解反応など顕著な光反応性を示す化合物に関す
る基礎的研究をする｡

一年間の研究内容と成果

1 6年度にN,N-ジメチル2-チオキソイミグゾリジンー4, 5-ジオン(Ia)がアルコール中での可視光照

射によりカルポニル基からの水素引き抜きをおこすことを報告した｡一方米沢らはジフェニル体(Ib)

は同様の条件下でチオカルポニル基による水素引き抜きをおこすと報告している(Bu//･ CAem･ Soc･

血, 1969, 42, 2323)｡このような置換基効果はきわめて異常であるので､ Ibの光反応を再検討し

た｡光照射により米沢らが報告している融点をもつ生成物が得られたが､各種スペクトルの検討によ

り米沢らが報告している構造は誤りで､ Iaの場合とカルポニル基による水素引き抜きによる生成物で

あることが明らかになった｡これにより2-チオキソイミグゾリジン4, 5-ジオンの光反応は窒素上の置

換基によらない一般的な反応であることが明らかになった｡
っぎにオキサゾリジントリオン(ⅠⅠ)の光反応を検討した｡しかし日は水に対して不安定で光照射

中に湿気により容易に加水分解するため本研究の目的には不適当であることがわかったoなお日の酸

素原子をイオウに変えたIIIは湿気に対しては安定であったが光反応性が低かったo
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展望
今後αジカ)Li#t)願朝苛つ6員環複素環化合物を合成し､その光反応を検討するとともにことによって､

より効率の良い反応をおこす基質を見出すことが出来る可能性が期待できる｡
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